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令和５年度 学校評価のまとめについて 

 

１ まとめの視点 

   「確かな学力の育成」「健やかな体の育成」「一人一人を大切にする教育の推進」「特色ある教育活

動」に関する評価項目について、保護者・地域の肯定的な回答率の高い学校と低い学校の取組等に

ついてまとめ、違いについて考察した。 

 

２ 令和５年度 結果より 

（１）確かな学力の育成 

  評価項目 Ⅱ—１ 学校は、子どもの学力の定着・向上のために、分かりやすい授業を行っている。 

保護者・地域 

肯定的な回答率 
学校 令和５年度の状況 

９２.９％ Ａ小 

・タブレット端末等のＩＣＴ機器を、思考ツールとして各教科

等で活用している。児童が相互に考えを出し、話し合う活動

を行い、思考が深まっていることを実感させている 

８６.８％ Ｂ中 

・１単位時間のめあてや課題をどの教科でも提示し、生徒が主 

体的に学習に取り組んでいる。授業の中で分からないことが 

あった生徒には個別に対応し、きめ細かく指導している。 

７１.１％ Ｃ小 
・授業規律の徹底を図り、１単位時間のねらいを明確にして児

童が主体的に取り組む授業を実施することができなかった。 

 

（２）健やかな体の育成 

  評価項目 Ⅳ—１ 学校は、子どもの体力向上や健康の促進に、積極的に取り組んでいる。 

保護者・地域 

肯定的な回答率 
学校 令和５年度の状況 

９３.６％ Ｄ小 

・児童と保護者が一緒に取り組む体力テストを土曜授業で行っ

たり、保護者会において校長による走り方教室を行ったりし

て、取組を広く保護者に伝える工夫をしている。 

８８.１％ 
Ｅ中 

（ＣＳ） 

・毎朝タブレットを使った健康チェックを行い、生徒の自己管

理能力の育成に努めている。体調不良の申告があった生徒に

ついては、養護教諭や担任が声掛けをしている。 

７５.７％ Ｆ中 
・生徒が好むような給食メニューの工夫が足りず、喫食率を上

げることができなかった。 

 

（３）一人一人を大切にする教育の推進 

  評価項目 Ⅴ－３ 学校は、特別支援教育や発達障害等に関して、一人一人に適切な指導を行って 

いる。 

保護者・地域 

肯定的な回答率 
学校 令和５年度の状況 

９４.８％ 

Ｇ小 

（特支学級

設置校） 

・担当する学級や学年に関わらず、どの教員も全ての児童に声

かけをしたり、指導をしたりしている。教員同士の日常的な

会話の中で、児童の情報共有ができている。 

８６.５％ 

Ｈ中 

（特支学級設

置校・CS） 

・特別支援学級での学習について、保護者や生徒への説明を行

っている。学習内容に応じて交流及び共同学習を行ったり、

行事に一緒に参加したりすることが日常的に行われている。 

３６.６％ Ｃ小 
・児童一人一人の心情や状況に寄り添った、きめ細やかな指導

を継続的に行うことに課題があった。 
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（４）特色ある教育活動 

  評価項目 Ⅷ－１ 学校は、特色ある教育活動への取組に関する教育を推進している。 

保護者・地域 

肯定的な回答率 
学校 令和５年度の状況 

９４.５％ Ａ小 

・学校園、トキワ荘、区民広場等、学校環境や地域の施設を活

用した学習を推進している。地域人材や「学びのサポータ

ー」と連携し、地域を大切にする心情を育成している。 

９０.８％ Ｉ中 

・生徒が主体となり、地域と協力したボランティア活動を推進

している。総合的な学習の時間には、豊島区をどのような区

にしていきたいかについて考えさせる授業を行っている。 

６６.６％ Ｊ小 
・学校の特色について、具体的な取組の周知ができていなかっ

た。取組後のアンケートの項目の工夫が足りていなかった。 

  

３ 考察 

＜周知の仕方について＞ 

・保護者会、学校だより、ＨＰ等で、教育活動のねらいや内容について日常的に紹介することが必

要である。 

・特に重点としている取組や、「わからない」という回答の多かった取組については、学校公開の際

に授業を公開したり、保護者にも一緒に取り組んでいただいたりすることで、理解が深まってい

くと考えられる。 

  ＜評価の取り方について＞ 

・学校公開や行事の事後アンケートは、学校評価の項目に沿って、保護者や地域の方々に分かりや

すい文言にしたり、具体的で意見しやすい様式にしたりするなどの工夫が必要である。 

 ・学校公開や行事の事後アンケートの結果をもとに、すぐに振り返りを行い、改善策を検討し、 

その後の教育活動に生かす、短期的なＰＤＣＡサイクルを回していく必要がある。 
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